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くらしと協同の研究所｢公開講座｣のご案内
TPP協定で食の安全はどうなる
　　　　　　
　
食料の海外依存の加速によって､食品添加物､栄養成長剤､残留農薬､ポストハーベスト､BSE牛肉､遺伝子組み換え食品の表示等々をめぐって食の安全性への不安が高まっています。
｢ＴＴＰ協定で食の安全はどうなる？｣　ともかく学んでみましょう。

［日　時］２０１５年１１月２１日（土）１３：３０～１７：００
［会　場］せいきょう会館（京都市中京区烏丸夷川東南角・地下鉄丸太町駅下車すぐ） 

［スケジュール]  
13：30　問題提起 ｢ＴＰＰ協定大筋合意の現局面をどうみる｣　
　　　　　　　　　小池　恒男 （当研究所研究員､滋賀県立大学名誉教授）
　14：00　基調講演 ｢ＴＰＰ協定で食の安全はどうなる」
石原　洋介 （津市立三重短期大学教授）
15：30　休憩　　　　　　
　15：45　意見交換
16：45　まとめ　小池　恒男 　
17：00　閉会　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
[申込締切]　１１月１８日(水)
[参 加 費]　会員２００円・非会員５００円(当日支払。お釣りのないようにお願いします。)
　[申込方法]　下記｢参加申込書」をFAXまたはメールにてお送りください。
　[問合せ先]　くらしと協同の研究所　京都市中京区烏丸夷川西九軒町291せいきょう会館内
TEL : 075-256-3335   FAX  : 075-211-5037
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公開講座「ＴＰＰ協定で食の安全はどうなる」参加申込書
FAX：075-211-5037　 Eﾒｰﾙ：kki@ma1.seikyou.ne.jp

　くらしと協同の研究所の　会員（団体・個人）・非会員 (○をつけてください)
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	参加費合計
	　　　　　　　　円


◆必ず連絡先をご記入下さい。団体でお申込みの場合は「所属団体名」をご入ください。
ご記入いただきました個人情報は今公開講座以外の目的には使用しません。
